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【概要】

人体の構造と機能は互いに底接に関連しているので、 「生体」の理解にとって車の両輪と言える。生体機能には、運動や知覚など動物的
な面と循環や呼吸など植物的な面とがある。動物機能については、 「細胞機能の基礎、神経機能、筋機能、感覚機能」を学習する。ま
た、植物機能については、 「循環系機能、呼吸系機能、消化・吸収機能、内分泌機能、腎機能」を学習する。さらに、自分自身や同級生
を対象として、動物機能ならびに植物機能に関する基礎的事項を実験的に学習する。

【学習目標】

1．生理学の基礎として、細胞機能と恒常性維持機構を説明できる

2．神経の基本的機能として、興奮の発生と伝導を説明できる

3．骨格筋の収縮ならびにシナプス伝達を説明できる

4．体性神経系、自律神経系の作用を説明できる

5．体性反射、運動の中枢制御、高次脳機能を説明できる

6．感党発現の機序、伝導路、中枢処理機構を説明できる

7．換気、ガス交換と呼吸の神経性調節、化学的調節の機構を説明できる

8．消化管運動、消化液分泌、三大栄養素の分解、吸収の機構を説明できる

9．物質代謝ならびにエネルギー代謝の機構を説明できる

10．恒常性を液性に調節する内分泌機能とホルモンの働きを説明できる

11．性分化、男性ならびに女性の生殖機能を説明できる

12．血液の機能、免疫機能、心臓の生理的特性（心電図を含む）を説明できる

13．血管系の機能と循環調節（神経性、液性）機構を説明できる

14．体液の区分・イオン組成、恒常性維持機構、酸塩基平衡の調節を説明できる

旦
1 生理学の基礎（「教科書」の1章、以下同様）

2 神経の基本機能 (2章）

3 筋肉の基本機能 (3章）

4 神経系の機能ー1(4章）

5 神経系の機能ー2(4章）

6 感党系の機能 (5章）

7 呼吸器系の機能 (11章）

8 消化と吸収 (8章）

9 栄養と代謝、体温調節 (7章、 14章）

10 内分泌系の機能 (6章）

11 生殖の機能 (6章）

12 血液と心臓 (9章と10章）

13 循環器系の機能 (10章）

14 体液調節の機能 (12章と13章）

15 実習ガイダンス

16~18|｛循環機能：血圧の測定

呼吸機能：肺活呈・ 1秒率の測定

19~211{ 感覚機能：二点弁別閾値の洞定
消化機能：唾液分泌の測定

授業計画又は学習の主題 SBO
翻

学習方法・学習課題又は備考・担当教員
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【使用図書】

教科書

参考書

その他の資料（必須）

【評価方法】

授業への出席(30%）と期末試験
(70%）を評価の対象とする。

く書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ く発行年・価格•その他＞

「シンブル生理学（第5版）」 貴邑冨久子・根来英雄 南江堂 2005年・ 3,045円

生理学に関する各種ピデオが本学図書館に用意されているので、それらも適宜活用して欲しい。

「生理学サイト」 (http://www.nuhw.ac.jprphysiol/)

【履修上の留意点】

本科目は「講義」と「実習」から構成され、その実施曜日が異なる可能性がある。受講に当たって
は、実施曜日を「時間割」でよく確認する。

客観性と公平性の確保が困難な「実習態度」は評価対象としないが、明らかに他人の迷惑となってい
る場合には、退室を求めることがある。
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